
第１回学術教育委員会アンケート報告

　日本検査血液学会学術教育委員会では、教育的視点から会員の皆様の御意見を伺い、今後の本委員会の
活動に生かすことを目的として、冬季セミナー参加者を対象に第１回アンケート調査を実施致しました。
その結果を取りまとめてご報告申し上げます。

対象：平成１６年度冬季セミナー参加者（冬季セミナー幹事　通山　薫先生）
回収率　４９／５０（９８％）

Ⅰ．回答者について
年齢 性別

血液経験年数

資格 評議委員 0 臨床検査技師 48
認定技師 12 MT＋薬剤師 1
取得準備中 25
不明 12

学会等参加状況

学会 参加回数
1回 9
2回 9
3回 7
4回 5
5回 1

冬季セミナー

学会ホームページ利用状況
利用している 24 週に１回 4
HPを知っている 21 月に１回 8
HPを知らなかった 4 ２～数ヶ月に１回 4

たまに 4
Ⅱ．臨床検査技師の卒後教育に関する活動について
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１．学術集会における教育的活動について

２．学会ホームページを用いた教育活動について

３．血液検査技師向けの学術教育活動として、学術集会以外の活動

Ⅲ．認定検査技師のための学術教育活動について
１．資質向上のための教育活動

0 10 20 30 40

イ

ロ

ハ

ニ

50

Ⅱ-1 4 37 45 0

イ ロ ハ ニ

0 10 20 30 4

イ

ロ

不明

0

Ⅱ-2 4 32 13

イ ロ 不明

0 5 10 15 20 25 30

イ

ロ

ハ

ニ

ホ

Ⅱ-3 24 24 23 17 11

イ ロ ハ ニ ホ



３．「必要である」と回答した理由

Ⅳ．臨床検査技師卒前教育について
１．血液検査学実習について ２．臨地実習（血液検査部門）について

３．血液検査学の講義内容について
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